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ドローンによるパック殺鼠剤散布試験について 

 

１． 経緯 

 下記のとおり、令和 5 年度の環境省事業においてドローンによるパック殺鼠剤散布機を

開発した。今後の実用化にむけてより詳細な試験が必要であることから、今年度の環境省事

業においてパック殺鼠剤散布機の散布試験を実施する。 

 

 

 

２． 散布試験概要 

（１）平地における試験 

 目的 

想定の散布幅や散布密度で殺鼠剤を散布するために最適なドローンの飛行高度や飛行

速度等を算出する 

 試験場所 
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  本土で平地条件が確保できる飛行試験場 

実施時期 

 2024 年 7 月 

試験内容 

 ・コンパートメント型及びベルトコンベア型の散布機からパック殺鼠剤（無毒剤）を複

数の条件で散布し、それぞれの散布機において以下の内容について評価する 

コンパートメント型：散布高度の検討及び散布精度、散布幅、散布密度の評価 

   ベルトコンベア型：飛行高度の検討及び散布機等の機体動作設定の検討 

 ・各項目の評価は地上での計測及び上空からの撮影画像により行う 

  

（２）母島属島における試験 

 目的 

平地試験の結果を踏まえた設定条件において、現地の傾斜地で殺鼠剤を散布し、洋上へ

の流出の有無や運用時の留意点を整理する 

 試験場所 

向島の小湊及びコペペ浜周辺の傾斜地を想定（下図参照） 

 実施時期 

2024 年 9月下旬～10 月上旬 

試験内容 

 ・2 種類の散布機により、平地試験で得られた設定条件においてパック殺鼠剤（無毒剤）

を散布し、目視及び動画により散布状況や洋上への流出状況を確認する 

 ・洋上に流出した場合には回収を行い、回収率や回収時の課題などを整理する 

 ・現地での散布作業から運用時の留意点などを整理する 

 

 

図 向島のドローン散布試験予定地 


